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あとがき

　筆者と地理学との出会いは，一般的なケースからすればかなり遅まきなもので

あった。というのも，大阪市立大学の学部ではフランス文学を専攻し，いったん

社会に出て 4年の年月を重ねた後に大学に戻ったわけだから。新たな出発に当た

って選んだ道が地理学であった。それには，村松繁樹先生の導きが大きかった。

進路相談に訪れた筆者に先生は大学院への進学を勧められた。その代わり，学部

の授業もしっかりとるようにということであった。そのことが，さらにその後の

筆者の研究進路を左右することになった。入学した昭和41年の秋には，村松先生

直々の指導の下に実地調査が行われることになり，当然筆者も参加することにな

った。その調査先が散村地帯としてつとに知られる富山県の砺波であった。この

調査には先輩の杉本尚次氏も参加され，それを機に今日に至るまで親しくして頂

いている。また，この調査中に地元富山地理学界の主だった人たちが夜分に宿舎

に集まって，村松先生を囲んで散村談義に花を咲かせているのを傍らで拝聴した

ことを覚えている。その時に集まられたメンバーとしては北林吉弘，新藤正夫，

須山盛彰の各氏が記憶に残っている。新藤氏には今もお世話になっている。

　この調査を契機に，砺波の地に惹かれた筆者は引き続き砺波調査を行い，その

成果の一部は「散居集落社会の変容―鷹栖を事例として―」と題して修士論文と

して提出した。この論文をベースにした故宮井隆先輩との共著論文は，村松繁樹

先生還暦記念論文集『日本の都市と村落』（ミネルヴァ書房，1969）に収録して

頂いた。砺波調査は，関西大学に就任後も中断されることなく続けられ，大学院

時代から数えれば足掛け20年に及んだ。その間にものした研究成果が本書の第Ⅱ

部を構成している。砺波では実に多くの人たち，そして各機関のお世話になった。

砺波調査の中心は鷹栖であった。鷹栖では，何よりも郷土史家の中明宗平さんに，

そして氏亡き後もご家族の皆さんに大変お世話になった。調査の度にご自宅に泊

めて頂き，調査の足にと自転車を貸して頂くなど大変助かったが，今にして思え

ば大変厚かましいことであった。しかし，何よりも中明さんには，その労作『鷹

栖村史』をわれわれに残して頂いたことを感謝しなければならない。存命中も，

同書の引用・利用を快く許して頂き，また指導を受けることもできたことは有り

難かった。中明さんのご家族とはその後もご好誼を頂いている。その他にも村中

源太郎氏，上田庄一氏，瘧師孫太郎氏などにお世話になった。

　民俗学者の佐伯安一氏にも砺波の近世資料について色々と教えて頂き，また氏
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の研究成果も大いに参考にさせていただいた。佐伯さん宅にも泊めて頂いたこと

が懐かしく思い出される。その他にも福野，井波，井口，福岡の各地で個人的に

色々とお世話になった。また，鷹栖口用水土地改良区をはじめとする多くの機関，

および砺波地方の市町村役場と職員の皆さんにいろいろとご教示頂いた。

　砺波は筆者の地理学人生にとって揺りかごの地であり，若い情熱を注いだ土地

でもある。砺波に来るとほっとするのが実感である。初心に戻ることができる場

所でもある。若い頃，学問の方向性に迷った時には砺波へと出向いたものである。

その砺波研究の成果を遅まきながら本書に盛ることができたのは幸いである。

　今一つのフィールドは山村地域である。この選択には，筆者が山好きであった

ことが影響したことは確かである。その成果は，第Ⅲ部に収めた。調査対象とし

て選んだのは吉野山地で，過疎問題への関心から野迫川村に白羽の矢を立てた。

調査は1970年代後半に行われたが，ここでも，北俣の吉野ご夫妻，弓手原の中上

栄一氏をはじめ多くの方々のお世話になった。野迫川調査で忘れられないのは，

大雪の中，調査を早めに切り上げて除雪車の後を追うように帰路につき，平素の

2倍以上の時間をかけてやっと高野山にたどり着いたことがあった。後で分かっ

たことだが，筆者の30分後に同じく野迫川を発ち五条に帰宅しようとした中学校

の若い先生が，雪の中立ち往生して凍死されたという痛ましい事故があった。山

村調査にはそうした危険が付きまといやすいことは確かである。

　四国山地での隠居制調査においても，ひやひやすることはあった。一方で，素

晴らしい環境の下で仕事ができたのは，研究者冥利に尽きる。四国山地調査は，

主として別居隠居制を色濃く残す東祖谷山村と西祖谷山村で実施した。吉野川の

上流，祖谷川が刻むＶ字谷の谷壁に張り付いた家々を訪ねての聞き取り調査は辛

いけれども，楽しいことも多かった。ここでは，心に残っている言葉が一つある。

それは，ある村の村長さんに村の改善策についてうかがった折りに，「95パーセ

ントは経常的な費用で消えていく村予算の中で，何ができますか」と返され，な

んとも返事に窮したことがあった。山の村の財政状況は今も厳しい，いやますま

す厳しいことは確かである。そうした状況に対して，研究者として何ほどのお手

伝いもできなかったことに対して忸怩たる思いが強い。ここで在り来りの反省の

弁を述べても詮無いことと思う。今は，そのことを深く心に刻んでおくというこ

とだけしか言えない。この四国調査でも，東祖谷山村の双郷友太郎氏，西秀俊氏

をはじめ，多くの人びとのお世話になった。また，関西大学院生の井出優広君に

も郷土ということで調査を手伝ってもらった。
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　筆者の関心は，山とは対照的な都市近郊社会にも向けられた。これには，筆者

がまさにそうした地域の一角に住まい，そこを職場としてきたこともあるが，や

はり二つのきっかけがあったことは確かである。その一つは，元同僚の故青木伸

好さんの誘いを受けて，平岡昭利・柿原昇・大石幸夫君らとともに岸和田調査を

行ったことである。ここでは，都市化に対する村落の側の対応に視点をあてた調

査を泊まりがけで行い，時に熱い議論を交わしたことが思い出される。今一つの

契機は，当時経済学部に属しておられた小杉毅教授（現名誉教授）からのお誘い

で関西大学の経済・政治研究所の大阪問題研究班の研究員に加えて頂き，大阪大

都市圏研究に手を染めることができたことである。研究所では同じ研究班の佐藤

博，小杉毅，上田達三，和田安彦の各先生方から多くの教示を受けた。その後も

地域経済論研究班に加わり，引き続き大阪大都市圏の“周辺”地域の研究を行う

とともに，熊本での本田技研のオートバイ工場進出の影響について調査できた。

この熊本調査では，同じく研究班に加わってもらっていた中島茂君に手伝っても

らった。大阪大都市圏では，筆者が住まっている北大阪地域の箕面市を中心に，

周辺の豊中市，吹田市，豊能町，能勢町も調査対象に加え，たくさんの勉強をさ

せてもらった。そして，お名前は省くが，ここでも実に多くの人たち，および多

くの機関のお世話になった。

　なお，本書の刊行に当たっては，同僚の高橋誠一・野間晴雄両氏には出版の推

挽を頂いた。また，教卓を挟んでともに勉強した大槻恵美・矢島巌・水田憲志・

吉田雄介・水谷彰伸の諸君には原稿のチェックをお願いした。記して心よりお礼

を申し上げたい。

　こうして，振り返ってみると，筆者の研究は，その土地土地の人たちの力添え

があってのこと，それなくしては成り立たなかったものであることがしみじみと

分かる。ここでお名前を挙げた方々以外にも数え切れないほどの人たち・機関の

お世話になっている。それに対して，直接的にはなんらお返しすることはできな

かった。そのことに対する気持ちは先に記したとおりである。ただ，本書の公刊

によって，江湖になんらかの波紋を拡げることができればと願っていることを付

け加えておきたい

　最後になったが，本書を，調査・研究にお力添えを頂いた皆さんに捧げたい。

　　平成20年 2 月

� 橋�本�征�治　
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